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町
民
と
行
政
が
情
報
と
責
任
を

共
有
し
て
、
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
行
動
す
る「
協
働
の
町
づ
く
り
」

に
よ
る
自
立
し
た
町
を
目
指
す
た

め
、
昨
年
11
月
に
自
立
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。 

　
町
で
は
今
年
を
「
自
立
元
年
」

と
し
、「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
に

よ
る
施
策
の
評
価
・
協
議
を
す
る

な
ど
、
住
民
と
行
政
の
更
な
る
連

携
を
深
め
、
対
話
に
よ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

   

　
将
来
に
わ
た
っ
て
人
件
費
を
抑

制
す
る
た
め
、
９
課
１
局
１
室
を
、

４
課
１
委
員
会
１
局
１
室
の
機
構

に
改
革
し
ま
し
た
。 

　
少
な
い
職
員
で
今
ま
で
以
上
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
に
は
、

縦
割
り
の
行
政
か
ら
、
横
断
的
な

行
政
機
構
に
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
従
来
の
係
制
か
ら
複

数
の
係
を
一
緒
に
し
た
班
体
制
に

す
る
こ
と
で
、
職
員
間
の
連
携
が

図
ら
れ
、
効
率
的
な
事
務
が
執
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人
件

費
を
抑
制
し
、
よ
り
多
く
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う
、

ス
リ
ム
な
行
政
体
制
を
整
備
し
ま

し
た
。 

  

　
国
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
基
づ

く
三
位
一
体
の
改
革
が
本
町
の
財

政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
中
、

わ
が
町
の
17
年
度
当
初
予
算
は
、

前
年
度
比
２
億
６
、７
０
０
万
円
減

の
（
7.7
％
減
）
32
億
２
、３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

総
予
算
は
、
５
億
５
、４
４
０
万
円

減
の
（
8.1
％
減
）
62
億
９
、９
３
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
町
税

が
農
業
収
入
の
落
ち
込
み
に
よ
り

１
，０
７
３
万
円
減（
2.6
％
減
）
と

な
り
ま
し
た
が
、
歳
入
予
算
の
55

・
８
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

補
助
金
等
の
廃
止
等
に
よ
る
影
響

な
ど
で
９
、０
０
０
万
円
増
（
5.3
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

臨
時
財
政
対
策
債
は
６
、０
０
０
万

円
減
（
27
・
３
％
減
）
と
な
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
た
め
、
起
債
の
活
用
や
基

金
か
ら
の
繰
入
な
ど
に
よ
り
、
可

能
な
限
り
の
財
源
確
保
に
努
め
ま

し
た
。 

　
一
方
、
歳
出
予
算
で
は
、
こ
れ

ら
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
ふ
ま
え
、

「
舟
形
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
い
て
、
事
業
の
見
直
し
や
経

費
の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
長
期

的
視
野
に
立
っ
た
事
業
の
取
捨
選

択
、
並
び
に
総
括
的
優
先
順
位
に

よ
り
、
で
き
る
限
り
の
投
資
的
事

業
を
盛
り
込
み
な
が
ら
予
算
編
成

し
ま
し
た
。 

　
性
質
別
予
算
で
み
る
と
、
人
件

費
の
職
員
給
が
２
、５
０
６
万
円
の

減
（
4.3
％
減
）、
交
際
費
や
旅
費
、

需
用
費
な
ど
の
物
件
費
が
３
、８
４

９
万
円
の
減
（
8.0
％
減
）、
各
種
補

助
費
等
が
２
、７
０
２
万
円
の
減
（

6.8
％
減
）、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

が
８
、２
９
８
万
円
の
増
（
25
・
０

％
増
）、
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ

る
公
債
費
は
７
、６
８
８
万
円
の
減

（
9.7
％
減
）、
投
資
的
経
費
は
昨
年

の
大
規
模
改
修
の
完
了
で
１
億
７
、

６
４
７
万
円
の
減
（
50
・
２
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

17年度　施政方針と予算 

　平成17年度予算が３月議会において可決、成立しました。依然として厳しい社会・経済状況 
が続き、住民に一番身近なサービスを行う町行政にも、より一層の効率化が求められています。 
今月号で平成17年度の当初予算のあらましを紹介します。 

協
働
の
町
づ
く
り
を
進
め
る 

た
め
に 

依
然
厳
し
い
台
所
事
情 

機
構
改
革
に
よ
り
行
政
コ
ス 

ト
を
削
減 
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主
な
事
業 

ま
ち
づ
く
り
課
を
主
軸
と
し

た 　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
新
た

に
「
ま
ち
づ
く
り
課
」
を
設
置
。

長
沢
地
区
に
東
部
班
、
富
長
・
堀

内
地
区
に
西
南
部
班
、
本
町
地
区

に
統
括
班
を
置
き
、
さ
ら
な
る
住

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
、
き
め
細
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
ま
す
。 

　
町
民
と
直
接
的
な
関
わ
り
を
持

ち
、
地
域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
く
職
員
を

常
駐
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民

と
身
近
な
と
こ
ろ
で
課
題
と
向
き

合
い
、
解
決
を
共
に
探
る
仕
組
み

作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。 

健
診
事
業
の
拡
大 

　
健
康
づ
く
り
は
町
づ
く
り･･･

と

い
う
考
え
の
も
と
に
、
健
診
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。  

　
従
来
の
40
歳
検
診
、
還
暦
検
診

に
加
え
て
、
50
歳
検
診
を
新
設
し
、

人
生
の
節
目
に
ポ
イ
ン
ト
を
あ
て

た
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る

子
宮
ガ
ン
検
診
の
対
象
年
齢
を
20

歳
以
上
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
30
〜

50
代
の
乳
ガ
ン
検
診
・
子
宮
ガ
ン

検
診
の
無
料
化
の
導
入
等
、
若
い

年
齢
の
健
康
づ
く
り
対
策
の
充
実

に
努
め
ま
す
。 

　
そ
し
て
ふ
な
が
た
健
康
21
計
画

の
目
標
に
そ
っ
て
、
具
体
的
な
健

康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

            

町
道
舟
形
太
郎
野
線
道
路
改

良
工
事 

　
当
地
区
は
地
滑
り
地
域
内
で
、

急
勾
配
、
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、

さ
ら
に
幅
員
も
狭
小
で
あ
り
、
安

全
通
行
上
、
極
め
て
危
険
な
状
態

に
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
期
間
や
災

害
時
に
交
通
封
鎖
さ
れ
る
と
集
落

は
孤
立
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
交

通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
と
共
に
、

地
区
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
本
路
線
の
折
渡
地

区
か
ら
太
郎
野
地
区
ま
で
の
Ｌ
＝

１
４
０
０
ｍ
の
道
路
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
改
良
工

事
を
前
提
と
し
た
、
路
線
の
調
査

を
実
施
し
ま
す
。 

            

Ｂ
＆
Ｇ
改
修
工
事 

　
Ｂ
＆
Ｇ
舟
形
海
洋
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
56
年
の
開
所
以
来
24
年
間
、

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
づ

く
り
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
屋
根

や
外
壁
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
雨

漏
り
な
ど
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
今
年
度
予
算
に
２
、

２
８
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、

夏
ま
で
に
は
内
外
壁
及
び
屋
根
の

葺
き
替
え
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
現
在
Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
の
利
用

は
、
舟
中
生
の
部
活
動
や
各
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
、
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー

な
ど
多
種
多
様
に
わ
た
り
、
町
内

外
か
ら
年
間
２
万
人
を
超
え
る
利

用
者
が
い
ま
す
。 

            

長
者
原
・
福
寿
野
地
区
農
業

集
落
排
水
事
業 

　
最
終
整
備
地
区
で
あ
る
福
寿
野

地
区
を
実
施
す
る
た
め
に
管
路
、

処
理
施
設
の
全
体
測
量
設
計
を
実

施
し
ま
す
。
処
理
施
設
は
、
長
者

原
処
理
施
設
を
最
新
の
処
理
施
設

に
改
築
し
、
長
者
原
・
福
寿
野
統

合
処
理
区
域
と
し
て
整
備
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
堀
内
地
区
に
建
設
し

た
汚
泥
コ
ン
ポ
ス
ト
処
理
施
設
が

稼
働
し
、
年
間
42
ｔ
の
汚
泥
肥
料

が
生
産
さ
れ
、
５
月
に
は
普
通
肥

料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。 

17年度　施政方針と予算 

窓口正面にまちづくり課を設置 

検診対象者を拡大 

地域住民の安全を確保 

老朽化が目立ってきたB&G

Ｈ４年に始動された長者原処理施設 

※
地
域
の
活
性
化
を
図
る
活
動
の
支
援
の
ほ
か
、 

　
個
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
と
、
行 

　
政
各
課
と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て 

※
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

広報ふながた広報ふながた １７．１７．４４３



財
政
ミ
ニ
情
報 

■
町
の
貯
金（
基
金
）と
借
金（
町
債
）の
推
移 

■
町
の
所
有
財
産
の
状
況 

　
　
　
　
　
　（
平
成
16
年
３
月
31
日
現
在
） 0

10

20

30

40

50

60

（各年度末） 

11年 12年 13年 14年 15年 

（億） 町債残高 

基　　金 

  

万円減額（7.7％減） 
町民一人当たりの予算額（一般会計で） 

475,299円 
歳出 

2,300万円 

57
億
２
、９
４
１
万
円 

53
億
９
、０
２
３
万
円 

55
億
２
、６
４
５
万
円 

52
億
９
、３
８
３
万
円 

51
億
７
、１
６
９
万
円 

10
億
２
、４
１
６
万
円 

９
億
７
、５
９
２
万
円 

９
億
９
１
１
万
円 

９
億
１
、５
５
６
万
円 

９
億
３
、２
２
８
万
円 

 

土地 車両 

山林・原野 有価証券、 
  その他権利 

建物 基金 

３３４，９０５㎡ 
 

113台 
 

２,５８４,７９２㎡ 
 

１億５,６９８万円 

４５,６４８㎡ ９億３,２２８万円 

14.1％ 

15.8％ 

7.8％ 

6.3％ 11.7％ 

11.0％ 

22.2％ 

11.1％ 

総務費　４億５,５８９万円　 

町の統括的な事務 

  

民生費　５億８９５万円 

お年寄りや障碍者、児童などの 
福祉全般に使うお金 

  

衛生費　２億５,１０４万円 

保健衛生、ゴミ処理などに使うお金 

  

農林水産業費　２億４５３万円 

農業水産振興や農道整備に使うお金 

  

土木費　３億７,５９６万円 

道路や除雪などに使うお金 

公債費 ７億１，５２８万円 

大きな事業を行うために借り入れた 
お金の返済 

その他 ３億５，７４４万円 

 ・議会費・・議会の運営など 
 ・商工費・・商工業の振興など 
 ・消防費・・消防体制の維持など 

平成17年度　舟形町 予算のあらまし 

教育費 ３億５，３９１万円 

学校教育、社会教育のために使うお金 

広報ふながた広報ふながた １７．１７．４４ ４

一般会計当初予算 

前年度比２億6,700
町民一人当たりの町税額（3/31現在の人口：6,781人） 

60,041円 
歳入 

32億

特別会計 
６億４,３００万円 

７億７７０万円 

１,０６０万円 

４億９,５５０万円 

４億２,７４０万円 

４６０万円 

２億６,１３０万円 

１億３,４６０万円 

３億９,１６０万円 

３０億７,６３０万円 

国民健康保険事業（町が運営する医療保険） 

老人保健事業（お年寄りのための医療制度） 

町営バス事業（町が運営するバス） 

介護保険事業（介護が必要なお年寄りなどの保険） 

簡易水道事業（みんなが使う上水道） 

住宅用地造成事業（宅地を造成） 

農業集落排水事業（みんなが使う下水道） 

若あゆ温泉事業（温泉の運営） 

公共下水道事業（みんなが使う下水道） 

　　　　　合　　　　　　　　計 

△０.６％ 

△１０.８％ 

６％ 

△５.３％ 

４４.４％ 

０.０％ 

△２９.７％ 

△５２.６％ 

△９.７％ 

△８.５％ 

17年度予算額 増減率 

町税　４億７１４万円 

分担金及び負担金　3,680万円 
使用料及び手数料　3,512万円 
財産収入　　　　　　287万円 
寄付金　　　　　　　133万円 
繰入金　　　　 2億2,000万円 
繰越金　　　　　　3,800万円 
諸収入　　　　　　6,856万円 

12.7％ 

12.5％ 

55.8％ 

6.3％ 

7.5％ 

5.2％ 

町債　２億４,２９０万円 

【うち臨時財政対策債（交付金と同じ） 

 １億6,000万円】 

国、県支出金　２億３２８万円 

地方譲与税　　　　7,150万円 

地方消費税交付金  5,400万円 

その他　　　　　 4,150万円 

平成17年度　舟形町 予算のあらまし 

地方交付税　１８億円 

自主 
財源 

依存財源 
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◆
総
務
班 

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
職

員
の
人
事
・
給
与
・
勤
務
、
条
例

・
規
則
の
制
定
等
、
消
防
防
災
、

消
費
者
行
政
、
交
通
安
全
、
防
犯 

◆
情
報
管
財
班 

　
各
種
行
政
シ
ス
テ
ム
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
統
計
調
査
、
庁
舎
等

や
公
用
車
の
維
持
管
理
、
Ｉ
Ｔ
に

よ
る
地
域
の
情
報
化 

     

◆
企
画
財
政
班 

　
定
住
推
進
、
国
際
交
流
、
財
政

計
画
及
び
予
算
の
執
行
調
整 

◆
統
括
班 

　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
に
関
す
る
事
項
、
町

内
会
長
等
に
関
す
る
事
項
、
地
域

活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
広
報

広
聴
、
戸
籍
住
民
登
録
、
埋
火
葬

許
可
及
び
斎
場
管
理 

◆
東
部
班 

　
長
沢
地
区
証
明
書
発
行
窓
口
事

務
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域

活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

◆
西
南
部
班 

　
西
南
部
地
区
証
明
書
発
行
窓
口

事
務
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地

域
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

     

◆
税
務
国
保
班 

　
町
税
の
課
税
収
納
、
固
定
資
産

の
評
価
、
国
民
健
康
保
険
並
び
に

老
人
保
健
の
給
付
等
、
国
民
年
金

に
関
す
る
事
務 

◆
保
育
班 

　
保
育
業
務 

◆
健
康
福
祉
班 

　
生
活
保
護
、
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
事
項
、

介
護
保
険
に
関
す
る
事
項
、
老
人

福
祉
に
関
す
る
事
項
、
集
団
検
診
、

乳
児
健
診
、
環
境
衛
生 

     

◆
農
業
観
光
班 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
、
水
田
農

業
推
進
、
観
光
開
発
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
、
若
あ
ゆ
温
泉
「
あ
ゆ
っ
こ

村
」
に
関
す
る
事
項
、
町
営
バ
ス 

◆
地
域
整
備
班 

　
農
道
整
備
、
農
地
及
び
農
業
用

施
設
の
防
災
並
び
に
災
害
復
旧
、

町
道
の
整
備
、
町
営
住
宅
、
除
雪
、

用
地
交
渉 

◆
上
下
水
道
班 

　
水
道
施
設
の
維
持
管
理
、
集
落

排
水
施
設
の
維
持
管
理
、
公
共
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理 

     

◆
事
務
局 

　
町
立
小
中
学
校
に
関
す
る
事
項
、

修
学
資
金
貸
付
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
、
中
央
公
民
館
の
管
理
運
営
、

Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、

青
少
年
育
成
、
文
化
財
保
護
、
各

種
芸
能
に
関
す
る
事
項
、
図
書
館
、

社
会
体
育 

    

　
公
金
の
運
用
並
び
に
出
納
及
び

保
管
に
関
す
る
事
務 

    

　
議
会
に
関
す
る
事
項
、
議
会
報

発
行
、
議
会
の
傍
聴 

庁
舎
全
体
と
職
員
の 

管
理
を
し
て
い
ま
す 

総

務

課

 

協
働
で
新
し
い
ふ
な
が
た
を 

つ
く
り
ま
し
ょ
う 

ま
ち
づ
く
り
課 

み
な
さ
ん
の
福
祉
の
向
上
と 

健
康
な
体
を
支
え
ま
す 

町

民

課

 

み
な
さ
ん
に
快
適
で
安
心
な 

暮
ら
し
を
提
供
し
ま
す 

振

興

課

 

学
校
教
育
か
ら 

生
涯
教
育
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト 

教
育
委
員
会 

議
会
運
営
を
支
え
ま
す 

議
会
事
務
局 

資
金
管
理
は
万
全
で
す 

会

計

室

 

　４月１日より新しい町の組織体制がスタートしました。これまでの 

９課１局１室から４課１委員会１局１室へ統廃合したことにより、機 

構が大幅に変わり、ほとんどの部署と職員が移動しました。 

　そこで、住民の皆さまが迷わないよう、各課、各班の主な業務と職 

員配置を紹介します。 

機構改革で配置図が大幅に変わりました 
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配 

置 

図 

健康福祉班 税務国保班 

保育班 

会 計 室  
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宿直室 書 庫 
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統　括　班 

総 務 課  

教育委員会 
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長 
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業
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筆
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渡
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友
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主
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斎
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主
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冨
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主
査 

相
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生
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班長 
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班長 
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課長 

豊岡　信尋 
局長 

沼澤　昭好 

主
査 

大
場
　
正
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主査 

沼澤　豊通 
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伊藤　久美 

副主幹 

沼澤　秀勝 主査 
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主任 
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班
長 

芹
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彦 

班長 

矢野　　正 

班長 
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班長 
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課長 
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班長 

八鍬　恵子 

主
任 

相
馬
　
広
志 

主
事
補 

高
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拓
也 

筆
耕 
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里
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東
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主
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主
査 
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班長 
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協
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主任 
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副主幹 
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主査 
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主任 
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主査 
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主任 
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筆耕 
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主任 
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わ だ い ①  

わ だ い ②  

近所のお姉さんは英語がペラペラ 

おもちゃ図書館がオープン 
　10月にオープンした、光生園障碍児（者）相談支援セン

ターもがみ（奥山知雄施設長）内に、最上地方では初めて

のおもちゃ図書館「めだか」が開館しました。 

　障碍のある子供たちを対象に、おもちゃや絵本を無料

貸し出しするもので、出張サービスなども行います。 

　現在はおもちゃ図書館財団（東京都）から寄贈された

おもちゃや、舟和会職員が持ち寄った縫いぐるみや絵本

など数十点が置いてあり、来館して遊ぶことも出来ます。 

　一緒に活動するボランティアスタッフも随時募集して

います。【問い合わせ先】�32－8233 

わ だ い ③  

　３月10日、堀内小学校を訪れたのはラスベガス帰

りの竹澤百代さん（実栗屋）【写真中央】。竹澤さんは

羽黒高校国際科をこの春卒業したばかりで、高校２年

の秋から約１年間、アメリカのラスベガスにあるドゥ

ミンゴ高校に留学していました。 

　今回は『その１年間で自分が感じたことや体験を子

供たちに話して欲しい。どこかの知らない人の講演で

はなく、「近所のお姉さんの話」は子供たちにとって

とても身近に感じられるのでは』という井上洋子教頭（現堀小校長）の依頼により来校。 

　子供たちが漠然と知っているだけの「アメリカ」ですが、ハロウィンや卒業式の衣裳を実際

に持ってきてくれたり、向こうの教科書や写真を見せてくれたりと、楽しませながらすべて英

語で話し、最後にはアメリカの絵本を学校に寄付してくれたりとサービス満点でした。 

　「１年間の留学でしたが、日本にいては分からないことが見えてきたし、世界が広がりまし

た。後輩にもまだまだいろんな世界があるんだということを知ってもらいたいし、私の後に続

いて…というのは大げさですが、興味のあることには臆せずチャレンジし、可能性を広げて欲

しい。」と話してくれました。 

　そんな国際的な反面、毎年家の稲刈りを手伝うという百代さんが取得した免許は、軽トラを

乗ることを考えてマニュアル。 

　流ちょうな英語で子供たちに話しかけている姿と、親孝行な農家の娘さんとのギャップがと

ってもキュートな竹澤さんでした。 

町内３保育所では33名が『はじめの一歩』を 

踏み出しました。（４／５） 

南部保育所 舟形保育所 長沢保育所 

camera
  angle

しょうがい 
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　このほど、７年前の児童交流で知り合っ

た飯倉小出身（６名）と、堀内・富長両校出

身（20名）の高校生が舟形町で再会しました。 

　飯倉小出身の谷口朋子さんが「もう一度

舟形のみんなと会いたい。冬の舟形へ卒業

旅行に行こう」と企画。堀小出身の子ども

たちとメールでやりとりしながら準備をし

実現しました。参加者は堀小での歓迎会に

続き、農業体験時習館での餅つき、猿羽根

山スキー場でのスキーや雪遊びを楽しみ、

再会を喜びました。 

　中には４月から同じ大学へ進学する生徒

もおり、「これからも交流を続けていこう

ね」とみんなで誓いました。 

わ

だ

い

③

 

７年ぶりの再会　続く友情 
　残雪多い４月７日（水）、55名の新入生を

迎え、統合８年目の舟形中学校入学式が行わ

れました。 

　式典では、曽野部校長が「中学校生活では

出だしの方向性が重要です。自分の個性を伸

ばして、失敗を恐れずチャレンジする気持ち、

もし失敗しても反省し、乗り越える気持ちを

身に付けて欲しい」と式辞。新入生を代表し

て富長小学校の柿崎佳奈子さんが「１日も早

く中学校生活に慣れ、短い３年間を充実した

ものにしたい」と挨拶しました。 

　また、４月５日（火）には町内３保育所で

33名、４月８日（金）には町内４小学校で51

名の入学式が行われました。 

夢と希望を胸に新たなスタート 

雪
の
残
る
中
の
鯉
の
ぼ
り
（
一
の
関
） 

◆八鍬　由美です。 
◆S．59．６．２生 
◆現在の職業は…会社員です。 
◆結婚について…相手がいないの 
　で何とも… 
◆将来の夢は…幸せな家庭を築く 
　こと。 
◆マイブームは…各地の温泉めぐ 
　り。 
◆休日は…友達と買い物したりド 
　ライブしたりです。 
◆町のいいところは…ゆっくりの 
　んびりできる雰囲気。 
◆町に望むところは…デコボコ道 
　路を直して欲しい。 

わ だ い ⑤  

　先日、八鍬仁さん（長尾）のお宅にうかがった時見せてい
ただいたお雛様は、中身がワラで出来ていたり、五人囃子
の口に歯が描かれていたりと、とても珍しいものでした。 
　八鍬さんの話では、およそ150年程前の古い雛だそうで、
当時の微笑みが、今もそこにはありました。 
　町内で「私の家にも古いお雛様がある」という方は、統
括班広報担当までご連絡下さい。 

昔から変わらぬ微笑み 

camera
  angle

camera
  angle
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わ だ い ⑥  

わ だ い ⑦  

定数削減後初の 
　　　　農業委員会総会開催 

まちづくり審議会委員が決まりました 
町民と行政の情報共有と参加に向け 

　この度町では、町政に町民の声を広く反映させ、町民

と共に協働のまちづくりを推進していくための機関とし

て「まちづくり審議会」を設置しました。 

　審議会委員を公募したところ９名の応募があり、抽選

の結果６名が選任されました。さらに町長が選任した４

名を加えた計10名の審議会委員が決定しました。 

　任期は２年で、町が抱えている課題や今後実施すべき

施策について審査及び評価し、町長へ意見を伝えていく

ことになります。委員は次の通りです。 

　４月４日（月）第１回農業委員会総会が招集され、委員

の互選の結果、会長に南　勝雅氏、会長代理に加藤勝義

氏が選任されました。また、10名の委員は次の方々です。 

◆選挙による当選委員 

南　勝雅〈55〉（舟形一） 

田中　譲〈55〉（福寿野） 

渡辺　忠〈49〉（紫　山） 

大場正行〈49〉（長沢一） 

佐藤昭一〈53〉（長　尾） 

加藤勝義〈53〉（富田二） 

◆選任による委員 

Ｊ　Ａ推薦：八鍬　太〈51〉（紫　山） 

共　済推薦：佐藤正良〈57〉（太　折） 

土地改良区推薦：佐藤　博〈57〉（沖の原）

議　会推薦：澤内英昭〈60〉（洲　崎） 

　12月８日に町が「どぶろく特区」に認定されたのを

受け、どぶろく製造の許可申請をしていた内山の斉藤

好春さん（小国川観光経営）に、４月11日（月）、新

庄税務署から製造許可が交付されました。 

　製造許可が交付されたことにより、今月末には初仕

込みに入る予定で、「古代米（黒米）を混ぜた独特の

どぶろく造りなどに挑戦したい。町おこしに役立つよ

う、美味しいどぶろくを造りたい。」と語る斉藤さん。 

　今後、販売業免許、製造業免許を取得し、早ければ

５月下旬には町内でどぶろくが楽しめるようになる予

定です。 

わ

だ

い

⑧

 

わ

だ

い

⑨

 

特
区
に
よ
り 

ど
ぶ
ろ
く
製
造
が
許
可 

◆初めまして安達一良です。 

◆妻と息子の３人で来ました。 

◆好きな食べ物は、ライスカ

　レー、スパゲッティ、オム

　ライスです。 

◆地域の安全に全力を尽くし

　ますので、皆さんよろしく

　お願いします。 

堀内地区に新しい 
駐在員さんがきました 

前　山　富　美（　幅　） 

佐　藤　あや子（長　尾） 

佐　藤　　　勇（冲の旅） 

小　國　高　利（富田１） 

阿　部　弘　明（洲　崎） 

荒　沢　広　光（洲　崎） 

 

大　場　宗　一（長沢１） 

伊　藤　　　宏（舟形４） 

伊　藤　良　一（福寿野） 

庄　司　正　宏（太　折） 

公
　
　
募 

選
　
任 

広報ふながた広報ふながた １７．１７．４４ １０

総務課　No.241
５月のかもしかクラブ 

・南部保育所 

・長沢保育所 

・舟形保育所 

17日（火） 

　18日（水） 

19日（木） 

               

　
舟
形
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
第
19

代
準
ミ
ス
若
鮎
の
山
本
華
永
で
す
。
春
風

と
と
も
に
桜
の
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
が
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

　
今
年
の
花
粉
は
例
年
以
上
に
飛
ん
で
い

る
と
い
う
事
で
、
と
う
と
う
私
に
も
最
近

花
粉
症
の
症
状
が
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、

こ
の
前
耳
鼻
科
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
血

液
検
査
の
結
果
が
ま
だ
出
て
い
な
い
の
で
、

花
粉
症
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
晴

れ
て
い
る
日
や
風
が
強
い
日
は
、
鼻
水
が

止
ま
ら
ず
と
て
も
辛
い
毎
日
で
す
。
知
り

合
い
の
方
に
、
甜
茶
が
花
粉
症
に
良
い
と

聞
い
た
の
で
最
近
飲
み
始
め
た
の
で
す
が
、

ほ
の
か
に
甘
い
紅
茶
の
よ
う
な
味
で
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
と
い
う
オ
イ
ル

は
、
ミ
ン
ト
系
の
香
り
で
鼻
が
す
っ
き
り

す
る
の
で
最
近
出
掛
け
る
時
に
は
ハ
ン
カ

チ
に
１
、
２
滴
し
み
込
ま
せ
て
持
ち
歩
い

て
い
ま
す
。
花
粉
症
の
方
は
是
非
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
♪ 

　
先
月
私
は
、
母
と
群
馬
県
ま
で
梅
の
お

花
見
と
、
と
ち
お
と
め
の
イ
チ
ゴ
狩
り
の

バ
ス
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

あ
と
１
週
間
く
ら
い
で
梅
の
花
が
満
開
と

い
う
事
で
五
分
咲
き
く
ら
い
で
し
た
が
、

梅
の
花
の
良
い
香
り
が
し
て
と
て
も
綺
麗

で
し
た
。
イ
チ
ゴ
狩
り
で
食
べ
た
と
ち
お

と
め
も
、
と
て
も
甘
く
て
２
パ
ッ
ク
も
お

土
産
に
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
豪
雪
の
な
ご
り
も
終
わ
り
、
よ

う
や
く
草
花
も
芽
吹
い
て
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
ろ
そ
ろ
桜
の
花
が
見
頃
の
時
期
で
す

ね
。
舟
形
町
の
皆
様
も
花
見
に
一
杯
な
ど

と
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

　
ま
だ
夜
な
ど
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で

皆
様
、
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

で
は
、
ま
た
。 

   昨年、最上管内では飲酒運転により３名の尊い命が犠牲となりました。飲酒運転により、事故を 

起こした人、被害にあった人、それぞれの家族など、関係者すべての生活が狂ってしまいます。 

　もう二度と悲しむ人たちを見たくない……そんな願いから飲酒運転追放のため、「春の飲酒運転 

追放声かけ運動」を実施しております。 

（
東
京
都
） 

最上地区交通安全対策連絡協議会 

飲酒運転追放声かけ運動 

て
ん 

①　運転をするときは酒を飲まない。 

②　酒を飲んだら車を運転しない。 

③　運転する人には酒を飲ませない。 

④　酒飲み運転は見逃さない。 

飲酒運転４（し）ない運動 

通 信通 信  通 信  
Vol.55Vol.55

飲んだら 
絶対運転しちゃ 
だめよ 

取り締まり 
きびしくなってる 
らしいよ 

タクシー（代行） 
呼びましょうか？ 

車で帰るんだったら 
飲んじゃだめだよ 
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課
長
等
級 

◆
総
務
課
長
／
豊
岡
信
尋
（
地
域
整

備
課
長
）
◆
ま
ち
づ
く
り
課
長
／
伊

藤
征
一
（
企
画
課
長
）
◆
町
民
課
長

／
加
藤
孝
（
町
民
税
務
課
長
）
◆
振

興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／

佐
藤
武
憲
（
生
活
環
境
課
長
）
◆
教

育
委
員
会
次
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼

Ｂ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
所
長
／
高
橋
剛
（
学

事
課
長
兼
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公

民
館
長
兼
Ｂ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
所
長
）
◆

会
計
室
長
／
伊
藤
廣
好
（
農
業
観
光

課
長
） 

            

班
長（
主
幹
）級 

◆
総
務
課
情
報
管
財
班
班
長
／
有
路

正
文
（
企
画
課
長
補
佐
）
◆
ま
ち
づ

く
り
課
西
南
部
班
班
長
／
矢
野
正
（
地

域
整
備
課
長
補
佐
）
◆
ま
ち
づ
く
り

課
東
部
班
班
長
／
芹
澤
康
彦
（
町
民

税
務
課
長
補
佐
）
◆
町
民
課
税
務
国

保
班
班
長
／
八
鍬
恵
子
（
総
務
課
長

補
佐
）
◆
町
民
課
保
育
班
班
長
／
沼

澤
明
（
堀
内
出
張
所
長
）
◆
町
民
課

健
康
福
祉
班
班
長
／
渡
辺
幸
子
（
健

康
福
祉
課
長
補
佐
）
◆
振
興
課
農
業

観
光
班
班
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

次
長
／
渡
辺
晴
美
（
農
業
観
光
課
長

補
佐
）
◆
振
興
課
地
域
整
備
班
班
長

／
中
山
進
（
町
民
税
務
課
長
補
佐
）

◆
振
興
課
上
下
水
道
班
班
長
／
伊
藤

賢
一
（
生
活
環
境
課
長
佐
） 

          

◆
教
育
委
員
会
班
長
／
松
田
清
司
（
生

涯
学
習
課
長
補
佐
）
◆
会
計
室
班
長

／
森
照
光
（
収
入
役
室
長
）
◆
総
務

課
総
務
班
班
長
／
伊
藤
幸
一
（
総
務

課
総
務
係
長
）
◆
ま
ち
づ
く
り
課
企

画
財
政
班
班
長
／
森
富
広
（
総
務
課

財
政
係
長
）
ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班

班
長
／
高
橋
明
彦
（
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
主
査
） 

   

副
主
幹
級 

◆
ま
ち
づ
く
り
課
東
部
班
副
主
幹
／

沼
澤
秀
勝
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所

長
）
◆
町
民
課
健
康
福
祉
班
副
主
幹

／
沼
澤
繁
夫
（
健
康
福
祉
課
福
祉
主

査
）
◆
町
民
課
健
康
福
祉
班
副
主
幹

／
沼
澤
富
美
子
（
健
康
福
祉
課
保
健

指
導
主
査
）
◆
振
興
課
農
業
観
光
班

副
主
幹
／
大
場
新
一
（
町
民
税
務
課

資
産
税
主
査
）
◆
振
興
課
地
域
整
備

班
副
主
幹
／
沼
沢
道
雄
（
地
域
整
備

課
維
持
管
理
主
査
）
◆
振
興
課
上
下

水
道
班
副
主
幹
／
大
山
邦
博
（
生
活

環
境
課
集
落
排
水
主
査
）
◆
総
務
課

総
務
班
副
主
幹
／
生
駒
雄
司
（
町
民

税
務
課
地
域
安
全
消
防
防
災
係
長
）

◆
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
財
政
班
副
主

幹
／
結
城
恵
美
（
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
係
長
）
◆
町
民
課
税
務
国
保
班

副
主
幹
／
叶
内
範
夫
（
町
民
税
務
課

課
税
収
納
係
長
）
◆
町
民
課
税
務
国

保
班
副
主
幹
／
矢
作
め
ぐ
み
（
企
画

課
町
づ
く
り
推
進
係
長
）
◆
振
興
課

農
業
観
光
班
副
主
幹
／
斉
藤
洋
一
（
企

画
課
企
画
調
整
係
長
）
◆
教
育
委
員

会
副
主
幹
／
高
橋
か
ほ
る
（
生
活
環

境
課
環
境
衛
生
係
長
） 

   

主
査
級 

◆
総
務
課
総
務
班
主
査
／
斉
藤
広
志

（
町
民
税
務
課
地
域
安
全
交
通
係
長
）

◆
総
務
課
総
務
班
主
査
／
小
野
芳
喜

（
総
務
課
管
財
係
長
）
◆
総
務
課
情

報
管
財
班
主
査
／
相
馬
昇
（
総
務
課

情
報
管
理
係
長
）
◆
ま
ち
づ
く
り
課

統
括
班
主
査
／
小
野
彰
（
堀
内
出
張

所
所
長
代
理
）
◆
ま
ち
づ
く
り
課
統

括
班
主
査
／
沼
沢
弘
明
（
農
業
観
光

課
商
工
観
光
係
長
）
◆
ま
ち
づ
く
り

課
西
南
部
班
主
査
／
伊
藤
誠
宏
（
農

業
観
光
課
農
林
振
興
係
長
）
◆
ま
ち

づ
く
り
課
東
部
班
主
査
／
沼
澤
豊
通

（
地
域
整
備
課
農
村
整
備
係
長
）
◆

町
民
課
健
康
福
祉
班
主
査
／
伊
藤
茂

樹
（
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）

◆
振
興
課
農
業
観
光
班
主
査
／
沼
澤

正
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）

◆
振
興
課
地
域
整
備
班
主
査
／
高
橋

勤
（
地
域
整
備
課
維
持
管
理
係
長
）

◆
振
興
課
地
域
整
備
班
主
査
／
伊
藤

武
美
（
地
域
整
備
課
建
設
整
備
係
長
）

◆
教
育
委
員
会
主
査
／
須
貝
孝
子
（
学

事
課
総
務
係
長
）
◆
教
育
委
員
会
主

査
／
富
樫
修
一
（
町
民
税
務
課
住
民

係
長
）
◆
教
育
委
員
会
主
査
／
八
鍬

照
光
（
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
）

◆
町
民
課
税
務
国
保
班
主
査
／
森
祐

子
（
町
民
税
務
課
資
産
税
係
主
任
）

◆
町
民
課
健
康
福
祉
班
主
査
◆
高
橋

真
澄
（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
任
）

◆
振
興
課
農
業
観
光
班
主
査
／
沼
澤

伸
一
（
農
業
観
光
課
農
林
振
興
係
主

任
）
◆
振
興
課
地
域
整
備
班
主
査
／

伊
藤
秀
樹
（
地
域
整
備
課
建
設
整
備

転
任
・
転
補 人

事
異
動

人
事
異
動 
人
事
異
動 

平
成
17
年
度
の
町
職
員
・
教
職
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

（
内
は
前
任
の
職
務
） 
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係
主
任
）
◆
会
計
室
主
査
／
渡
辺
り

き
子
（
収
入
役
室
主
任
）
◆
議
会
事

務
局
主
査
／
大
場
正
江
（
議
会
事
務

局
主
任
） 

   

主
任
級 

◆
総
務
課
総
務
班
主
任
／
沼
澤
一
征

（
総
務
課
総
務
係
主
任
）
◆
総
務
課

情
報
管
財
班
主
任
／
冨
樫
貢
（
総
務

課
管
財
係
主
任
）
◆
総
務
課
情
報
管

財
班
主
任
／
斎
藤
雅
博
（
企
画
課
町

づ
く
り
推
進
係
主
任
）
◆
ま
ち
づ
く

り
課
企
画
財
政
班
主
任
／
鍛
冶
紀
邦

（
総
務
課
財
政
係
主
任
）
◆
ま
ち
づ

く
り
課
企
画
財
政
班
主
任
／
大
場
由

美
子
（
総
務
課
財
政
係
主
任
）
◆
ま

ち
づ
く
り
課
統
括
班
主
任
／
岡
崎
千

恵
子
（
町
民
税
務
課
住
民
係
主
任
）

◆
ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班
主
任
／
豊

岡
将
志
（
企
画
課
企
画
調
整
係
主
任
）

◆
ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班
主
任
／
沼

澤
辰
成
（
町
民
税
務
課
課
税
収
納
係

主
任
）
◆
ま
ち
づ
く
り
課
西
南
部
班

主
任
／
曽
根
田
健
（
農
業
観
光
課
商

工
観
光
係
主
任
）
◆
町
民
課
税
務
国

保
班
主
任
／
相
馬
広
志
（
町
民
税
務

課
課
税
収
納
係
主
任
）
◆
町
民
課
保

育
班
舟
形
保
育
所
主
任
保
育
士
／
沼

澤
純
子
（
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士
）

◆
町
民
課
健
康
福
祉
班
主
任
／
東
村

貴
恵
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
係
主

任
）
◆
町
民
課
健
康
福
祉
班
主
任
／

沼
澤
真
由
美
（
健
康
福
祉
課
地
域
保

健
係
主
任
）
◆
町
民
課
健
康
福
祉
班

主
任
／
斉
藤
伸
也
（
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
主
任
）
◆
町
民
課
健
康
福

祉
班
主
任
／
野
尻
誠
（
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
係
主
任
）
◆
振
興
課
農
業

観
光
班
主
任
／
八
鍬
俊
勝
（
生
活
環

境
課
水
道
係
主
任
）
◆
振
興
課
農
業

観
光
班
主
任
／
大
場
君
博
（
農
業
観

光
課
農
政
係
主
任
）
◆
振
興
課
上
下

水
道
班
主
任
／
伊
藤
英
一
（
生
活
環

境
課
水
道
係
主
任
）
◆
振
興
課
上
下

水
道
班
主
任
／
佐
藤
仁
（
生
活
環
境

課
下
水
道
係
主
任
）
◆
振
興
課
上
下

水
道
班
主
任
／
松
本
正
人
（
健
康
福

祉
課
国
保
年
金
係
主
任
）
◆
教
育
委

員
会
主
任
／
大
場
健
一
（
学
事
課
学

校
教
育
係
主
任
）
◆
教
育
委
員
会
主

任
／
森
英
利
（
生
涯
学
習
課
社
会
体

育
係
主
任
） 

   

主
事
級 

◆
総
務
課
総
務
班
主
事
／
佐
藤
拓
（
地

域
整
備
課
建
設
整
備
係
主
事
）
◆
町

民
課
税
務
国
保
班
主
事
／
植
松
昌
人

（
総
務
課
総
務
係
主
事
）
◆
振
興
課

農
業
観
光
班
主
事
／
沼
澤
友
幸
（
農

業
観
光
課
商
工
観
光
係
主
事
）
◆
振

興
課
農
業
観
光
班
主
事
／
八
鍬
幸
仁

（
農
業
観
光
課
農
林
振
興
係
主
事
） 

   

業
務
員 

◆
教
育
委
員
会
学
校
給
食
業
務
員
／

沼
澤
美
恵
子
（
舟
形
中
学
校
業
務
員
） 

   

◆
ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班
主
事
補
／

沼
澤
忍 

◆
町
民
課
税
務
国
保
班
主
事
補
／
高

橋
拓
也 

   

◆
伊
藤
清
紀
（
総
務
課
長
） 

◆
小
野
幹
雄
（
生
活
環
境
課
集
落
排

水
係
長
） 

◆
渡
部
紀
世
子
（
業
務
員
） 

◆
門
脇
昭
（
指
導
主
幹
兼
学
校
教
育

係
長
） 

◆
伊
藤
孟
（
健
康
福
祉
課
長
） 

※
教
職
員
の
異
動
は
次
ペ
ー
ジ
で
す
。 

新
　
採 

退
職
者 

人
事
異
動 

しん せん りょく 

〔新規採用職員〕 

沼澤　忍（舟形三） 

〔新規採用職員〕 

高橋拓也（一の関） 



◆教　諭（転任） 
　阿　部　弘　子 
　（東根市立小田島小学校） 
 
◆教　諭（他入） 
　高　橋　文　子 
　（県立新庄養護学校） 

◆校　長（新採） 
　布　川　雄　二 
　（西川町立西川中学校） 
 
◆教　諭（転任） 
　佐　藤　千　穂 
　（最上町立月楯小学校） 
 
◆養護教諭（転任） 
　今　野　英理子 
　（村山市立袖崎中学校） 

◆校　長（新採） 
　井　上　洋　子 
　（舟形町立堀内小学校） 
 
◆教　頭（転任） 
　黒　坂　義　一 
　（大蔵村立赤松小学校） 
 
◆養護助教諭（育休代） 
　土　屋　まり子 

◆教　諭（転任） 
　佐　藤　理　史 
　（大蔵村立肘折小学校） 

◆校　長（新採） 
　曽野部　昭　彦 
　（舟形町立舟形中学校） 
 
◆教　頭（転任） 
　吉　田　吉　栄 
　（真室川町立真室川中学校） 

◆教　諭（転任） 
　阿　部　公　紀 
　（東根市立神町中学校） 

◆教　諭（他入） 
　小　野　孝　一 
　（県立新庄養護学校） 

◆講　師（欠員補充） 
　高　橋　優　子 
 
 
◆助教諭（育休代） 
　高　橋　好　夫 
 
 
◆非常勤講師（副担任） 
　矢　作　孝　一 

◆非常勤講師 
　草　刈　琴　美 

◆教　諭（転任） 
　川　上　陽　一 
　（最上町立最上中学校） 
 
◆講　師（欠員補充） 
　叶　内　正　純 

◆校　長 
　城　水　義　邦 
　（最上町立最上中学校） 
◆教　頭 
　曽野部　昭　彦 
　（舟形町立舟形中学校） 

◆教　諭 
　�　橋　千　穂 
　（大蔵村立大蔵中学校） 
◆教　諭 
　阿　部　千恵子 
　（大石田第一中学校） 
 

◆教　諭 
　藤　田　由起子 
　（新庄市立新庄中学校） 
 

◆校　長 
　�　山　英　男 
　（最上町立月楯小） 
◆教　諭 
　芳　賀　江利子 
　（鮭川村立大豊小） 
◆養護教諭 
　高　橋　久美子 
　（村山市立大久保小） 
 

◆校　長 
　笠　原　　　仁 
　（天童市立高擶小） 
◆教　頭 
　井　上　洋　子 
　（舟形町立堀内小） 
◆教　諭 
　三　上　真　一 
　（戸沢村立神田小） 

◆教　諭 
　竹　埜　寿　紀 
　（尾花沢市立常磐小） 

◆教　諭 
　阿　部　和　彦 
　（大蔵村立大蔵小） 

舟 形 中 学 校  

富 長 小 学 校  舟 形 小 学 校  長 沢 小 学 校  

転
　
　
　
　
　
入 

転
　
　
　
入 

転
　
　
　
　
出 
転
　
　
出 

堀 内 小 学 校  

　
こ
の
た
び
、
教
育
委
員
会
委
員
の
互
選
に

よ
り
、
４
月
１
日
付
で
教
育
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。 

　
町
は
、
新
し
い
町
づ
く
り
「
協
働
の
町
づ

く
り
」
を
旗
印
に
再
出
発
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
「
私
た
ち
生
活
者
が
町
を
創
る
」
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
礎
は
人
材
と
仲
間

づ
く
り
の
確
保
に
あ
り
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
舟
形
に

愛
着
を
持
ち
、
舟
形
町
に
誇
り
を
持
ち
続
け

る
心
を
育
て
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
町
職
員
と
し
て
34
年
間
、
特
に
保
健
福
祉

の
分
野
に
は
25
年
と
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
「
和
や
か
な
家
庭
づ
く
り
」

「
健
康
な
体
・
心
の
大
切
さ
」
を
目
標
に
仕

事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
役
職
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
新
し
い
職
務
に
も
相
通
ず
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
地

に
足
を
運
び
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
日
々

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

昭和23年11月生 

昭和46年舟形町役場採用 

平成８年保健福祉課長就任 

町
教
育
長
に

町
教
育
長
に 

　
伊
藤

　
伊
藤 

孟 

氏 

就
任
就
任 

町
教
育
長
に

町
教
育
長
に 

　
伊
藤

　
伊
藤 

孟 

氏 

就
任
就
任 

町
教
育
長
に 

　
伊
藤 

孟 

氏 

就
任 

つ
と
む 
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　 野 　  

　 幅 　  

長 　 尾  

内 　 山  

長 沢 一  

長 沢 二  

長 沢 三  

経 壇 原  

大 　 平  

一 の 関  

舟 形 一  

舟 形 二  

舟 形 三  

舟 形 四  

紫 　 山  

向 　 山  

沖 の 原  

西 　 堀  

木 友 一  

木 友 二  

小 　 松  

長 者 原  

福 寿 野  

富 田 一  

富 田 二  

太 　 折  

馬 　 形  

瀬 　 脇  

 

堀 　 内  

 

実 栗 屋  

洲 　 崎  

横 　 山  

真 木 野  

新 　 堀  

西 　 又  

松 　 橋  

阿　部　喜美雄 

伊　藤　準　悦 

叶　内　健　一 

大　場　茂　春 

大　場　清　之 

尾　形　文　雄 

大　場　　　俊 

高　橋　邦　美 

野　尻　年　数 

沼　澤　誠　啓 

沼　澤　　　潔 

佐　藤　　　肇 

�　橋　嘉　範 

佐　藤　広　幸 

鈴　木　宥　司 

伊　藤　和　江 

海　藤　安　一 

佐　藤　和　夫 

小　國　　　昭 

斉　藤　　　覺 

叶　内　哲　哉 

狩　野　喜　郎 

曽根田　信　行 

高　橋　　　巌 

庄　司　栄　蔵 

武　田　　　博 

阿　部　文　晴 

 

阿　部　　　勝 

 

矢　作　勝　一 

成　澤　　　強 

須　藤　義　正 

小　野　嘉　彦 

樋　渡　幸一郎 

斉　藤　秀　一 

斉　藤　静　雄 

石　川　欽　弥 

伊　藤　秀　樹 

伊　藤　　　實 

高　橋　明　彦 

浅　沼　耕　一 

叶　内　富　夫 

大　場　文　雄 

沼　澤　秀　勝 

伊　藤　　　司 

沼　澤　政　光 

沼　澤　弘　幸

沼　沢　弘　明 

沼　澤　勝　善 

沼　澤　　　陽 

真　見　　　駿 

八　鍬　憲　昭 

 

松　田　清　司 

酒　井　秀　夫 

星　川　正　夫 

三　浦　清之助 

斉　藤　　　覺 

相　馬　弥一郎 

奥　山　謙　三 

斉　藤　勝　昭 

信　夫　正　雄 

佐　藤　正　良 

中　島　辰　一 

小　野　芳　喜 

長　澤　正　弘 

成　澤　勝　雄 

加　藤　　　満 

富　樫　三　男 

伊　藤　寛次郎 

阿　部　　　啓 

森　　　与惣治 

小　野　義　昭 

阿　部　喜代美 

佐　藤　寛　司 

斉　藤　勝　康 

阿　部　文五郎 

斉　藤　　　保 

伊　藤　繁　雄 

斉　藤　　　勝 

沼　澤　健　一 

大　場　庄　次 

高　橋　喜美男 

鈴　木　謙　一 

伊　藤　  　啓 

沼　澤　政　治 

佐　藤　浅　雄 

沼　澤　幸　子 

伊　藤  賢　一 

栗　田　吉　幸 

伊　藤　正　八 

宮　崎　末　治 

伊　藤　和　江 

海　藤　義　勝 

落　合　伸　男  

佐　藤　大　樹 

斉　藤　　　覺 

松　田　　　浩 

原　田　俊　一 

曽根田　　　武 

斉　藤　　　薫 

佐　藤 　 啓 

青　塚  信　雄 

阿　部　文　晴 

 

加　藤　嘉一郎 

 

門　脇　一　利 

森　　　正　明 

成　澤　善　一 

海　藤  康　夫 

板　垣　光　昭 

斉　藤　忠　雄 

斉　藤　盛志郎 

 

伊　藤　邦　雄 

伊　藤　敬　一 

佐　藤　昭　一 

伊　藤　春　行 

野　尻　久米男 

石　川　正　光 

伊　藤　竜　也 

 

大　場　次　男 

伊　藤　信　一 

沼　澤　　　力 

星　川　賢　二 

阿　部　範　雄 

沼　澤　　　保 

 

工　藤　美　信 

 

佐　藤　　　勇 

 

 

 

 

豊　岡　　　学 

平　賀　政　博 

八　鍬　力　也 

長　沼　清　志 

庄　司　市　雄 

中　場　繁　徳 

小　野　芳　喜 

伊　藤　千代喜 

阿　部　富　喜 

竹　澤　満壽男 

成　澤　信　一 

森　　　広　美 

小　野　孝　敏 

森　　　利　明 

斉　藤　秀　一 

斉　藤　新　一 

 

伊　藤　成　志 

伊　藤　準　悦 

八　鍬　　　進 

伊　藤　宇　七 

 

 

 

大　場　　　優 

伊　藤　清　二 

沼　澤　哲　朗 

 

 

 

 

高　橋　八重子 

 

渡　辺　雄　一 

沼　澤　　　淳 

加　藤　　　強 

 

豊　岡　正　雄 

奥　山　謙　三 

八　鍬　喜　一 

庄　司　栄　蔵 

武　田　　　博 

 

 

伊　藤　次　郎 

 

東海林　金五郎 

木　島　義　朗 

森　　　秀　一 

小　野　嘉　彦 

樋　渡　幸一郎 

森　　　裕　之 

斉　藤　隆　雄 

 

平成17年度町内会役員名簿 
町　内　会　長 納 税 組 合 長  衛 生 組 合 長  農事実行組合長 公　民　館　長 

町
教
育
長
に 

　
伊
藤 

孟 

氏 

就
任 

町
教
育
長
に 

　
伊
藤 

孟 

氏 

就
任 
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め
ぐ 

き 

そ
び
ら 

つ
　
ま 

ひ
ひ
な 

と
　
き 

ひ 

せ
つ
ざ
ん 

      

　
結
婚
し
て
50
年
、
今
年
め
で

た
く
金
婚
を
迎
え
る
皆
さ
ま
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
り
、

顕
彰
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
／ 

　
昭
和
30
年
に
結
婚
さ
れ
た
夫

婦
又
は
、
結
婚
50
年
を
経
過
し
、

こ
れ
ま
で
に
顕
彰
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。 

▼
申
込
先
／
各
老
人
ク
ラ
ブ
又

は
役
場
町
民
課
健
康
福
祉
班 

▼
受
付
期
間
／
５
月
27
日(

金)

ま
で 

▼
問
い
合
わ
せ
／
役
場
町
民
課

健
康
福
祉
班
（
内
線
18
） 

 

※  

手
続
き
に
は
戸
籍
抄
本
、

印
鑑
が
必
要
で
す
。 

   

　
い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
央

公
民
館
の
開
館
時
間
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。   

▼
月
曜
日
〜
土
曜
日
／
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
10
時   

▼
日
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時   

▼
第
３
日
曜
日
／
閉
館   

▼
利
用
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／ 

　
　
　
　
　
�(

32)

２
２
４
６ 

   

　
ご
自
分
の
誕
生
日
に
若
あ
ゆ

温
泉
を
ご
利
用
に
な
ら
れ
る
お

客
様
に
は
、
入
浴
料
無
料
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

付
に
て
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

を
ご
呈
示
下
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
若
あ
ゆ
温
泉 

　
　
　
　
�
（
32
）
３
６
５
５ 

   

　
舟
形
町
内
の
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
古
文
書
や
民
具
・
民
俗
資
料

な
ど
を
広
く
収
集
・
整
理
・
保

存
・
展
示
し
て
い
る
施
設
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
「
日
本
最
大
の
縄 

  

雪
解
の
平
沢
川
の
流
れ
に
も
春
の
日
光
そ
そ
ぎ
波
立
の
ど
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

人
生
の
苦
難
の
道
を
歩
み
来
て
今
幸
せ
を
神
に
感
謝
す 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

ぼ
ん
ぼ
り
の
灯
に
照
ら
さ
れ
て
並
び
居
る
細
目
か
が
や
く
雛
人
形 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

一
字
一
字
し
た
た
め
乍
ら
そ
の
文
字
の
意
を
解
し
つ
つ
写
経
に
向
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

お
土
産
の
木
彫
り
の
象
を
撫
で
ゐ
つ
つ
ま
だ
見
ぬ
イ
ン
ド
へ
思
ひ
馳
せ
ら
す 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

春
風
に
誘
は
れ
来
た
る
美
容
院
二
人
の
友
と
久
々
に
会
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

遍
路
辺
に
石
佛
あ
り
て
そ
の
昔
行
き
倒
れ
人
の
あ
り
し
と
ぞ
聞
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

幾
つ
か
の
病
歴
越
へ
て
九
十
余
年
風
邪
引
く
老
夫
の
寝
顔
確
か
む 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

宮
殿
の
背
に
朱
く
粛
々
と
入
り
日
周
囲
の
音
吸
ひ
ゆ
け
り 

（
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
の
旅
） 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

舟
下
り
皆
で
囲
む
炬
燵
船
船
頭
さ
ん
の
唄
き
き
惚
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

舞
い
上
る
粉
雪
悲
し
時
そ
し
て
留
る
術
な
く
落
ち
着
く
先
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
横
　
沢
　
憲
　
一
（
光
生
園
） 

う
ず
高
く
積
り
し
雪
の
か
た
わ
ら
で
そ
っ
と
顔
出
す
蕗
の
苔
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
東
海
林
　
金
　
光
（
光
生
園
） 

弥
生
月
開
幕
ま
ぢ
か
胸
お
ど
る
未
来
を
語
る
愛
知
万
博 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
ち
づ
子
（
光
生
園
） 

山
肌
を
覆
い
隠
し
た
白
き
壁
春
の
日
ざ
し
に
そ
っ
と
目
覚
む
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
久
　
子
（
光
生
園
） 

早
春
や
凛
々
し
き
我
子
の
晴
れ
姿
思
い
出
胸
に
く
う
巣
立
ち
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
雅
　
子
（
光
生
園
） 

【
千
風
会
「
卯
月
」】 

回
り
来
ぬ
春
を
伝
え
る
術
あ
ら
ば
牡
丹
の
赤
き
芽
き
み
と
た
た
え
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

ま
ん
さ
く
の
季
節
と
し
り
せ
ば
け
な
げ
に
も
余
寒
し
り
め
に
咲
き
誇
り
な
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

し
ば
ら
く
は
落
穂
に
群
れ
ゐ
し
白
鳥
の
霞
む
大
雪
山
一
気
に
北
帰
行 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

来
し
方
を
ひ
と
り
偲
ぶ
る
こ
の
母
の
ま
な
こ
閉
じ
ゐ
る
追
憶
の
卯
月 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

春
眠
の
ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ぐ
母
と
子
の
額
ふ
れ
あ
ふ
ね
む
り
の
淵
に 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
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　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

内 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
若あゆ温泉の休館日は、5月11日（水）、25（水） 

中
央
公
民
館
の
開
館
時
間 

に
つ
い
て  

　耳や言葉の不自由な方のためのメール110番のアドレスが、 
４月１日から変更になりました。  
　新しいアドレスは  　　　　   
 http://ｗｗｗ.yamagata110.jpです。インターネットに接続 
できる携帯電話で、文字による対話通信で110番通報がで 
きるようになりました。         
・これまでのメール機能を利用した「メール110番」のアドレ 
　スは使用できなくなりました。　 
・ＦＡＸ110番（012０－110289）は引き続き利用できます。 

新庄警察署からのお知らせ 

～メｰル110番が文字対話方式に～ ～メｰル110番が文字対話方式に～ 

町
金
婚
夫
婦 

お
し
ど
り
金
婚
夫
婦
を
顕
彰 

誕
生
日
は
無
料
で
入
浴 

　
　
　
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉 

歴
史
民
俗
資
料
館
が 

　
　
　
　
開
館
し
ま
し
た 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

お
知
ら
せ 

広報ふながた広報ふながた １７．１７．４４ １６

う
す
ら
い 

ま
ろ た 

あ 

か
ぜ 

町
営
バ
ス
回
数
券
利
用 

終
了
の
お
知
ら
せ 

悩
み
は
ま
ず 

民
生
児
童
委
員
に
相
談
を 

菊
花
愛
好
会
会
員
募
集 

文
時
代
の
八
頭
身
美
人
土
偶
」

の
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。 

▼
開
館
期
間
／
11
月
15
日(

火)

ま
で 

▼
開
館
時
間
／
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分
ま
で  

▼
入
館
料
／
大
人
１
１
０
円
（
団

体
60
円
） 

　
学
生
　
60
円
（
団
体
40
円
） 

　
小
人
　
40
円
（
団
体
20
円
） 

    

　
　
※
団
体
は
20
名
以
上 

▼
休
館
日
／
毎
週
火
曜
日(

祝

日
の
場
合
は
翌
日
）  

   

　
国
が
当
面
し
て
い
る
財
政
上

の
問
題
や
財
務
事
務
所
の
業
務

に
つ
い
て
、
日
頃
よ
り
ご
理
解

を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
を
賜
り
た
く
、
舟
形
町
に

お
い
て
１
日
財
務
事
務
所
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

▼
日
時
／
５
月
11
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時 

▼
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階 

▼
演
題
／
「
我
が
国
の
財
政
・

金
融
情
勢
に
つ
い
て
」 

講
師
／
財
務
省
・
東
北
財
務
局

山
形
財
務
事
務
所
長
　
市
橋
広

志
氏 

▼
問
い
合
わ
せ
／
東
北
財
務
局

山
形
財
務
事
務
所
　
総
務
課
　

�
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
７ 

   

　
町
営
バ
ス
料
金
の
変
更
に
よ

り
平
成
17
年
４
月
30
日
（
土
）

を
も
っ
て
町
営
バ
ス
で
の
山
形

交
通
バ
ス
回
数
券
の
利
用
を
終

了
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　
尚
、
従
来
通
り
山
形
交
通
バ

ス
で
の
利
用
は
可
能
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
振
興
課
　
農

業
観
光
班
（
内
線
28
） 

  

　
舟
形
町
菊
花
愛
好
会
は
、
現

在
約
30
名
の
会
員
で
、
年
３
回

〜
４
回
の
講
習
会
を
行
っ
て
お

り
、
秋
に
は
若
あ
ゆ
温
泉
に
お

い
て
「
ふ
な
が
た
菊
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
初
心
者
の
方
か
ら
経
験
者
の

方
ま
で
、
当
愛
好
会
へ
の
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
振
興

課
農
業
観
光
班
内
「
舟
形
町
菊

花
愛
好
会
事
務
局
」(

内
線
28) 

   

　
舟
形
町
に
は
24
名
の
民
生
児

童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
配
置
さ
れ

て
お
り
、
地
域
で
様
々
な
福
祉

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相
談
下
さ

い
。 

  

 

釈
迦
生
る
る
卯
月
八
日
そ
戒
め
を
守
ら
ば
に
ほ
ほ
花
ご
こ
ろ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

陽
炎
の
向
ふ
に
過
去
の
ゆ
ら
め
け
り
波
瀾
万
丈
嵐
ひ
び
く
日
々 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

  

が
ら
ん
ど
う
の
電
車
に
和
む
春
日
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

薄
氷
を
滑
り
て
転
ぶ
雀
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

志
抱
き
ど
の
子
も
業
を
終
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

遠
つ
世
の
君
の
顕
ち
く
る
彼
岸
入
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

杉
林
尖
り
と
が
り
に
春
の
鳥 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会            

　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

み
く
じ
結
ふ
枝
に
さ
ら
り
と
春
の
雪 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

校
庭
の
も
み
の
木
を
吹
く
春
嵐 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

し
と
し
と
と
日
が
な
煌
め
く
雪
し
づ
く 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

初
午
や
ま
だ
ま
だ
白
き
里
の
景 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

甘
露
煮
の
鮠
の
色
香
や
峡
の
宿 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

待
ち
に
待
っ
た
春
の
訪
れ
す
ぐ
そ
こ
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

春
彼
岸
君
の
仏
に
手
を
合
わ
す 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

雛
飾
り
一
息
入
れ
る
笑
顔
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
玲
　
子
（
光
生
園
） 

山
笑
ふ
小
枝
で
飛
び
交
う
小
鳥
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
長
　
澤
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

母
思
い
心
経
唱
ふ
る
春
彼
岸 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
関
　
　
　
美
　
恵
（
光
生
園
） 

雪
国
の
春
の
日
ざ
し
の
美
し
き 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
黒
　
澤
　
幸
　
子
（
光
生
園
） 

里
帰
り
ペ
チ
カ
囲
み
て
母
の
味 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
吉
　
澤
　
吉
　
彦
（
光
生
園
） 

黒
土
の
香
り
嬉
し
や
摘
む
野
蒜 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

春
泥
に
駈
け
て
石
蹴
る
子
供
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

淡
雪
の
か
た
ち
と
ど
め
し
雛
の
菓
子 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

５
月
12
日
は
民
生
委
員 

　 

　
児
童
委
員
の
日
で
す 

～メｰル110番が文字対話方式に～ 

１
日
財
務
事
務
所
が 

　
　
　
　
　
開
か
れ
ま
す 

俳
句
 

ほ
ん
と
う
の
私
を
求
め
て 

　
　
　
　
　
　
　
（
海
竜
社
） 

「自分のほんとうの素顔とは ! ?」 
これは誰しもが抱いたことのある 
疑問ではないでしょうか？ 
　人間にはいくつもの「自分」が 
ひそんでいるます。そんな心の深 
淵を探る一冊です。 
１９９６年に惜しまれつつ急逝し 
た遠藤周作の名著。 

は
っ
け
ん
ず
か
ん『
の
り
も
の
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
研
） 

　絵本の中に沢山の絵扉を発見。 
扉をめくると中には乗り物の説明 
が可愛い絵と一緒に紹介されてい 
ます。 
　子供と大人で楽しめ、「のりも 
の」好きのお子さんにオススメの 
一冊です。  

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

広報ふながた広報ふながた １７．１７．４４１７



みなさんの勇気と　あったかい愛で　献血にご協力下さい。 みなさんの勇気と　あったかい愛で　献血にご協力下さい。 

※　成分献血は、予約が必要で、専用車でのみの献血になりました。 

◇お問い合わせ・ご予約◇　役場町民課　健康福祉班（内線41） 

☆ 平成17年度献血日程表 

タバコは町内で買いましょう。３月のタバコ税1,510,282円 

日　　程 時　　　　間 会　　場 種　　類 

９：３０～１２：００ 
１３：００～１５：３０ 

中央公民館 

あゆパーク 

５月 2 6 日（木） 

６月 2 6 日（日） 

1 1 月 2 8 日（月） 

２月 ８ 日（水） 

1

2

3

4

保健センター 

えんじゅ荘 

光　生　園 

保健センター 

９：３０～１３：００ 

９：３０～１０：３０ 
１２：３０～１３：３０ 
１４：３０～１５：３０ 

９：３０～１２：００ 
１３：００～１５：３０ 

２００� 
４００� 

２００� 
４００� 

２００� 
４００� 

成　 分 

9:00～ 9:10　 一の関公民館 

9:15～ 9:20　 経壇原公民館前 

9:30～ 9:40　 幅コミュニティセンター 

9:45～ 9:55　 野公民館前 

10:00～10:10　 長沢駅前 

10:15～10:35　 長沢農協スタンド前 

10:45～11:05　 西堀公民館前 

11:15～11:45　 旧舟形小学校跡地 

  生後91日を経過した犬は、毎年1回の狂犬病の 
予防注射をしなければなりません｡  
  今年は次の日程で行いますので､忘れずに行っ 
て下さい。 

新規登録料　3,000円　予防接種料　3,100円 
 
問い合わせ先／役場町民課 健康福祉班（内線41） 

４ 

月 

26 

日 

４ 

月 

27 

日 

9:00～ 9:10　 大平集会所前 

9:20～ 9:35　 沖の原公民館前 

9:45～10:05　 福寿野(原田商店前広場) 

10:10～10:20　 長者原公民館前 

10:25～10:45　 富田公民館前 

10:55～11:05　 堀内母子センター跡地 

11:15～11:25　 真木野倉庫前 

11:40～11:50　 太折公民館前 

12:00～12:10　 紫山公民館前 

 狂 犬 病 予 防 注 射 を 忘 れ ず に 

  舟形の郷土料理やどこか懐かしいお袋の 

味を124品紹介。食生活改善推進員の皆さ 

んが６年間の歳月をかけ、料理の取りまと 

めと、整理・調理にあたり完成させたもの 

です。調理方法だけでなく、食生活のアド 

バイスを資料として載せるなど、いつも手 

元において活用できる本になっています。 

　料理を通して親から子へ、子から孫へ、 

家庭から地域へと笑顔と会話の輪が広がる 

ような一冊になりました。 

�価格／一冊　1,000円（税込） 

�販売場所／役場町民課健康福祉班（内線19） 

町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
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みなさんの勇気と　あったかい愛で　献血にご協力下さい。 

３月２日～４月１日届出分 

舟形３ 

新　堀 

富田１ 

舟形１ 

一の関 

野 

福寿野 

85（洋　一） 

92（　司　） 

77（　徹　） 

57（庄　二） 

80（重　則） 

90（義　二） 

87（英　明） 

舟形３ 

一の関 

幅 

西　堀 

八鍬　拓大 

伊藤　優翔 

渡部　叶望 

土井貴香子 

（　　） 

（　　） 

（　　） 

（　　） 

斉藤　敏男 

佐藤千代乃 

加藤　秀晴 

庄司　敬子 

渡邉　啓介 

伊藤カツエ 

工藤　重子 

たくと 

ゆうと 

かなみ 

た　か　こ 

知　也 
香　織 

一　樹 
律　子 

万佐男 
ちひろ 

剛 
なぎさ 

□ご結婚おめでとう ◆ 

□お誕生おめでとう ◆ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

富田１ 

新庄市 

石山　英知 
（佐藤）美幸 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,324人 

：3,457人 

：6,781人 

：1,908世帯 

（－２） 

（－９） 

（－11） 

（＋３） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男　2,629人 
女　2,826人 計5,455人 

(3／2現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

　
今
月
号
よ
り
、
町
民
の
皆
様
へ
の
健
康
づ
く
り
の
情
報

提
供
の
場
と
し
て
、
保
健
師
が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

　
長
い
人
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
節
目
が
あ
り
、
節
目
年
齢

の
時
期
に
は
、
昔
か
ら
年
祝
・
厄
払
の
行
事
を
行
い
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
厄

年
も
単
な
る
迷
信
で
は
な
く
、
な
に
か
と
身
体
的
な
変
調

を
来
し
や
す
い
年
齢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
医
学
的
に

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
動
脈
硬
化
の
進
み
方
を
み
る
と
、
今
ま
で
鈍

行
で
走
っ
て
い
た
人
生
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
、
40
歳
を
境

に
し
て
急
行
列
車
に
、
ま
た
は
、
超
特
急
に
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
節
目
の
時
期
に
自
分
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と

は
、
早
め
に
体
調
の
変
化
に
気
づ
く
た
め
に
大
切
な
こ
と

で
す
。 

健
康
で
過
ご
せ
る
事
は
何
よ
り
の
幸
せ
、
健
康
長
寿
を
め

ざ
し
て
若
い
と
き
か
ら
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。 

 

■
50
歳
無
料
検
診
の
新
設 

町
で
は
今
ま
で
40
歳
・
還
暦
の
節
目
検
診
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
17
年
度
は
、
新
た
に
50
歳
の
節
目
検
診
を

加
え
ま
し
た
。 

　
人
生
の
中
間
点
の
総
合
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
意
義
を

重
視
し
、
無
料
ド
ッ
ク
検
診
と
し
て
行
い
ま
す
。
職
場
検

診
対
象
者
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

節
目
検
診
は
学
年
検
診
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
同
級
生

と
い
う
気
楽
さ
の
中
で
生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
取
り
組
み

な
ど
に
、
情
報
交
換
の
場
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

■
医
療
費
の
３
分
の
１
を
占
め
る
循
環
器
疾
患 

　
高
血
圧
・
高
脂
血
症
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
循
環
器
疾

患
は
、
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
か
な
り
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
早
め
に
生
活
習
慣

の
改
善
に
つ
と
め
る
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぎ
、
医
療
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

●
今
回
の
テ
ー
マ
は 「
節
目
健
診
」 

＊今後の節目検診は、男性５/７（土）、女性５/11（水）・5/26（木） 

　に受診できますので、申し込み忘れた方はご連絡下さい。 

　　　　　　　　　　　  役場町民課 健康福祉班（内線16・19） 

節 目 健 診  

対  象 検 診 項 目  追　　加 料　金 

・呼吸器検診 
　（胸部レントゲン） 

・基本検診（循環器） 

・胃がん検診 

・大腸がん検診 

・子宮・乳がん検診 

★腹部超音波エコー 

★男性は、前立腺 

がん検診もセット 

になります。 

５０歳 

４０歳 

還　暦 

無　料 

男性 
3，400円 

女性 
5，000円 

広報ふながた広報ふながた １７．１７．４４１９
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町
で
は
今
年
度
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
大

幅
な
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。 

　
役
場
に
来
て
戸
惑
わ
れ
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
、
各
課
の

配
置
と
業
務
内
容
を
Ｐ
６
・
７
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
部
署
が
替
わ
り
、
ま
だ
業
務
に

慣
れ
な
い
担
当
者
も
多
い
た
め
、
い
ろ
い

ろ
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

お
詫
び
と
訂
正 

　
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
毎
月
最
終
水
曜

日
は
心
配
ご
と
相
談
日
」
と
掲
載
し
て
い

ま
す
が
誤
り
で
し
た
。
弁
護
士
相
談
日
は

奇
数
月
の
５
、
７
、
９
、
11
、
１
、
３
月

の
年
６
回
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
４
月
27
日(

水)

は
弁
護
士
相
談
日
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
さ
） 

 

あとがき 
postscript

  

　
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
川
「
小
国
川
」
。 

　
今
年
１
年
間
小
国
川
に
つ
い
て
連
載
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
情
報
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
さ
て
、
季
節
は
春
。
舟
形
も
よ
う
や
く
雪
解
け
の
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。
舟
形
の
よ
う
な
豪
雪
地
帯
が
夏
に
水
不

足
に
な
り
に
く
い
の
は
、
こ
の
雪
が
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
森
林
に
降
っ
た
雪
は
、
ゆ
っ
く
り
と
解
け
、
地
中
に
浸

み
込
み
、
何
十
年
と
い
う
長
い
年
月
を
経
て
湧
き
出
て
き

ま
す
。
森
林
が
自
然
の
ダ
ム
の
働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。

春
に
は
雪
解
け
水
が
一
気
に
川
に
流
れ
込
む
の
を
防
ぐ
洪

水
防
止
ダ
ム
、
ま
た
夏
に
は
水
不
足
と
な
る
の
を
防
ぐ
貯

水
ダ
ム
と
し
て
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る
の
で

す
。 

  

で
は
、
小
国
川
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
春
の
雪
解

け
の
時
期
に
は
確
か
に
増
水
し
ま
す
が
大
き
な
被
害
に
は

至
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夏
に
は
確
か
に
減
水
し
ま
す
が
、

な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
約
４
０
０
�
と

い
う
広
大
な
自
然
の
ダ
ム
に
水
が
た
く
さ
ん
蓄
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
な
の
で
す
（
舟
形
町
の
総
面
積
の
３
倍
以
上
で

す
）。 

 
 

小
国
川
を
毎
日
の
よ
う
に
見
て
い
る
私
た
ち
の
中
に
は

「
水
は
あ
っ
て
当
た
り
前
」
と
い
う
考
え
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世
界
規
模
で
見
る
と「
水

は
少
な
く
て
貴
重
な
も
の
」
と
い
う
考
え
が
多
い
よ
う
で

す
。
自
然
と
い
う
大
き
な
恵
み
に
支
え
ら
れ
て
生
活
し
て

い
る
こ
と
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
る
の
も
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
�
　
川
・
生
き
・
活
き

川
・
生
き
・
活
き 
シ
リ
ー
ズ
�
　
川
・
生
き
・
活
き 

この紙は再生紙を使用しています 

『
雪
解
け
』 

２０


